


「
テ
ロ
と
の
問
い
」
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
再
び
テ
ロ
の
温
床
に
し
な
い
た
め
の
取
り
組
み
で
、

４０
ヵ
国
も
の
国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

補
給
支
援
特
措
法

案
が
審
議
入
り

海
上
自
衛
隊

の
イ

ン
ド
洋

上

で
の
給
油
活
動
を
継
続

す
る
補
給
支
援
特
別
措
置

法
案
が

１０
月

２３
日
、
衆
院

で
審
議

入
り
し
、
富

田
茂

之

議

員

が

質

問

に

立

っ

た
。

〈国
会

承

認
と
シ
ビ
ジ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〉

富
田
議
員
は
、
同
法
案
に

つ
い
て
、

現
行
法
で
事
後
承
認
の
対
象
と
な

っ

て
い
る
基
本
計
画
の
内
容
そ
の
も
の

が
直
接
法
文
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る

た
め
、

「法
案
審
議

の
対
象
と
事
後

承
認
の
対
象
と
が
ま

っ
た
く
同
じ
も

の
と
な
り
、
法
案
審
議
が
事
前
承
認

の
意
味
を
持

つ
」
と
指
摘
し
た
。
さ

ら
に
、
公
明
党
が
文
民
統
制

（
シ
ビ

リ
ア
ン

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
）
の
観
点

か
ら
法
案

の
期
限
を
１
年
と
し
た
こ

と
を
挙
げ
、
延
長
す
る
場
合
、
１
年

ご
と
に
国
会
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら

▼

必

要

）

希

熱

料

秘

甥

鱗

富
田
議
員
は
、
補
給
艦

「と
き
わ
」

の
補
給
燃
料
量
が
取
り
違
え
ら
れ
た

上
、
そ
の
後
、
幕
僚
幹
部
の
担
当
課

長
レ
ベ
ル
で
誤
り
に
気
づ
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、　
一
切
、
報
告
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「文

民
統
制
に
関
わ
る
極
め
て
重
大
な
問

題
だ
」
と
指
摘
。
再
発
防
止
に
向

け
、

「
い
つ
ま
で
に
調
査
結
果
を
明

ら
か
に
し
、
抜
本
的
な
措
置
を
講
じ

る
の
か
、
期
限
を
明
ら
か
に
す
べ

き
」
と
訴
え
た
。

石
破
茂
防
衛
相
は

「速
や
か
に
調
査

結
果
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
厳

正
な
処
分
を
す
る
」
と
述
べ
た
。

富
田
議
員
は
燃
料
の
転
用
疑
惑
に

つ
い
て

「転
用
が
問
題
と
さ
れ
る

以
上
、
誤
解
を
招
か
な
い
工
夫
が

必
要
だ
」
と
述
べ
た
上
で
、
外
交

文
書
の
交
換
公
文
や
実
施
要
項
な

ど
で
の
明
文
化
を
通
じ
て
、
新
た

な
転
用
疑
惑
を
招
か
な
い
工
夫
を

す
べ
き
と
訴
え
た
。

高
村
正
彦
外
相
は

「艦
船
用
燃
料

が
新
法
の
趣
旨
に
沿

っ
て
、
適
切

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
新
た
な
交

換
公
文
の
締
結
な
ど
適
切
な
処
置

を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

衆
院
テ

ロ
防
止
特
別
委
員
会
は
Ｍ
月
７
日
午
後
、
福
田
康
夫
首
相
も
出
席
し
、
守

武
昌
前
防
衛
事
務
次
官
が
絡
ん
だ
装
備
品
調
達
を
め
ぐ
る
疑
惑
な
ど
防
衛
省
問
題
に
つ

い
て
集
中
審
議
を
行
っ
た
。

首
相
は
装
備
品
調
達
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
関
連
す
る
会
議
録
の
作
成

・
保

存

・
公
開
を
防
衛
省
に
義
務
付
け
る
法
整
備
を
行
う
考
え
を
表
明
し
た
。

富
田
議
員
は
、
航
空
自
衛
隊
の
次
期
輸
送
機

（Ｃ
Ｘ
）
の
エ
ン
ジ
ン
を
選
定
し
た
二

〇
〇
三
年
八
月
の
旧
防
衛
庁

「装
備
審
査
会
議
」
に
つ
い
て

「議
事
録
が
存
在
し
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
」
と
指
摘
し
た
。

会
議
録
の
作
成

・
保
存
な
ど
は
現
行
法
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

同
会
議

の
議
長
は
、
当
時
事

次
官
だ

っ
た
守
屋
氏
が
務
め
て
い

た
。
富
田
議
員
は
さ
ら
に
、

「

金
を
投
入
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

き
ち
ん
と
議
事
録
を
作
成
す
る

要
が
あ
る
。
特
に
、
装
備
品
調

に
係
る
選
定
シ
ス
テ
ム
に
国
民
の

不
信
を
招
か
な
い
よ
う
透
明
性
を

高
め
る
と
い
つ
た
意
味
か
ら
も
、

ま
た
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

の
面
か
ら
も
、
こ
う
い
う
重
要
な

会
議

の
議
事
録
作
成
を
義
務
づ
け

て
、
ま
た
、
防
衛
機
密
を
害
さ
な

い
よ
う
な
配
慮
を
し
た
上
で
、

公
明
新
聞
）

▼

「国
会
承
認
が
な
く
な

っ
た

と
い
っ
て
も
、
文
民
統
制
が
弱

ま

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
基
本
計
画
の
事
後
承
認
を

規
定
し
た
現
行
法
よ
り
も
文
民

統
制
は
強
化
さ
れ
た
」
と
強
調

し
た
。

福
田
康
夫
首
相
は
、
同
法
案
で

は
、
活
動
内
容
と
実
施
区
域
を

法
律
で
定
め
て
い
る
た
め
、
法

案
が
国
会
で
成
立
す
れ
ば
重
ね

て
国
会
承
認
を
求
め
る
必
要
は

な

い
と

の
認
識
を
示
し
た
上

で
、

「指
摘
通
り
、
国
会

の
関

与

は
適

切
に
確
保
さ

れ

て
い

る
」
と
述
べ
た
。

衛
省
装
備
調
達
で
集
中
審
議

会
議
録
、
保
存
義
務
化

ヘ

透
明
性
向
上
で
首
相
表
明

衆議院特別委員会
2007117

石
破
防
衛
相
、
メ
ー
カ
ー
と
の
直
接
取
引
に
言
及
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富
田
議
員
は
、
守
屋
氏
が
元
専
務
と
は
２３
年
前
に
知

り
合
い
、
ア」の
５
年
間
で
ゴ
ル
フ
接
待
を
１
０
０
回
以

上
受
け
た
と
答
弁
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
只
防
衛
専

門
商
社
の

山
田
洋
行
側
か
ら
接
待
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
」
と
追
求
し
た
。

守
屋
氏
は
「ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は
防
衛
省
の
防
衛

政
策
課
長
に
な
っ
た
１２
年
前
か
ら
だ
」
と
し
、
そ
の
時

か
ら
考
え
て
、
２
０
０
回
を
超
え
て
い
る
と
思
う
」
と

明
ら
か
に
し
た
。

「宮
田
議
員
は
、
守
屋
氏
が
ゴ
ル
フ
ー
回
に
付
き
１
万

円
を
払
っ
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
「ゴ

ル
フ
の
会
員
権
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
休
日
に
１
回
１

万
円
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
と
い
う
の
は
過
剰
な
接
待
で
は

な
い
か
」
、
「送
り
迎
え
が
あ
り
、
ゴ
ル
フ
を
し
、
食
事
を

す
る
こ
と
を
防
衛
省
の
幹
部
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

「不
適
切
な
行
為
」
認
め
る

次
期
輸
送
機
ラ
ジ
ン
調
達
業
者
へ
の
便
宜
は
否
定

柩
防
衛
省
内
会
議
に
同
席

》

３
月
報
告

守
屋
氏
、
偽
証
の
疑
い

本
　
　
　
　
　
　
１１
月
１
日
　
日
経
新
聞

日１０
月

妙
日
の
衆
院
の
証
人
喚
間
で

富
田
茂
之
議
員
が
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ

「山
田
洋
行
が

Ｇ
Ｅ
の
代

理
店
だ

っ
た
の
に
日
本
ミ
ラ
イ
ズ

が
会
議
に
出
席

し
た
。
よ
ほ
ど

の

有
力
者
が

『
出
て
い
い
よ
』
と
言

わ
な

い
限
り
、
関
係

の
な

い
人
間

が
会
議
に
い
る
の
は
お
か
し
く
な

い
で
す
か
」
と
質
問
。

こ
れ

に
対

し
、
守

屋

前

次

官

は

「そ
の
事
実
は
承
知
し
て
お
り
ま

せ
ん
」
と
証
言
。

守
屋
前
次
官

の
証
言
は
、
関
係

者

の
証
言
と
明
ら
か
に
食

い
違
う

こ
と
か
ら
、
偽
証
の
疑

い
が
浮
上

し
て
い
る
。

議
院
証
言
法
は
、
喚
問
さ
れ
た

証
人
が
偽
証
し
た
場
合
は
、
３
月

以
上

１０
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
と

規
定
し
て
い
る
。

て
、
（国
民
は
）
不
信
を
持
っ
て
い
る
」
と
糾
弾
し
た
。

守
屋
氏
は
、
「不
適
切
で
配
慮
の
欠
い
た
行
動
だ
っ
た
」

と
陳
謝
し
た
。

自
衛
隊
員
倫
理
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
繰
り
返
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
宮
回
議
員
が
防
衛
省
職
員
や
自
衛

隊
員
に
対
す
る
気
持
ち
を
た
だ
す
と
、
守
屋
氏
は
「大

変
、
申
し
訳
な
か
っ
た
」
と
陳
謝
。
「私
の
責
任
は
大
変
、

重
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
責
任
は
き
ち
ん
と
取
る
つ
も
り

だ
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
次
期
輸
送
機
Ｇ
こ
の
エ
ン
ジ
ン
調
達
に
関
し
、
２

０
０
３
年
８
月
に
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（Ｇ
Ｅ
）

製
の
エ
ン
ジ
ン
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
富
田
議
員

は
、
守
屋
氏
の
選
定
へ
の
関
与
を
追
及
。
守
屋
氏
は
「陸

海
空
の
部
隊
が
使
う
も
の
は
担
当
者
が
検
討
す
る
の

で
、
私
が
携
わ
る
こ
と
は
な
い
」
と
否
定
し
た
。＝暑

守
屋
“剛沓

収

賄

容

疑

で

選

捕

補
佐
人
助
言
頼
み
に

‐ｏ
月
３０
日
毎
日
新
聞

明
ら
か
に
動
揺
を
見
せ
た
の
は
２
度
だ
け
だ

っ
た
。

”

日
、

「天
皇
」
と
呼
ば
れ
た
大
物
次
官
は
、
終
始
落
ち
着
い
た

様
子
で
証
言
し
た
が
、
防
衛
専
門
商
社

「山
田
洋
行
」
元
専
務

側

へ
の
便
宜
供
与
が
う
か
が
え
る

「新
事
実
」
を
出
さ
れ
る

と
、
後
ろ
に
控
え
る
弁
護
士

（補
佐
人
）
を
振
り
返
り
、
不
安

げ
な
表
情
で
助
言
を
受
け
た
。

「責
任
は
き
ち
ん
と
取
る
」
と

繰
り
返
し
た
守
屋
氏
。
だ
が
、
疑
惑
を
晴
ら
す
こ
と
は
で
き
な

か

つ
た
。

各
議
員
が

「国
民
や

一
線
で
働
く
自
衛
官
に
ど
う
お
わ
び
す

る
の
か
」
な
ど
と
、
汗
し
て
働
く
現
職
職
員
ら
に
か
け
た
迷
惑

に

つ
い
て
聞
く
と
、
決
ま

っ
て
目
を
閉
じ
、
神
妙
に
下
を
向
い

た
後

「大
変
申
し
訳
な
く
思

っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
陳
謝
の

言
葉
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
で
も
、
終
始
冷
静
な
証
言
を
重
ね

て
い
た
。

だ
が
、
宮
田
茂
之
議
員
が

「贈
収
賄
の
話
に
な
る
か
ら
正
確

に
証
言
し
な
い
の
か
」
と
具
体
的
な
罪
名
を
挙
げ
て
追
求
す
る

と
、
想
定
外
だ

っ
た
の
か

「あ
の
、
今
、
あ
の
法
律
に
か
か
わ

る
問
題
で
ご
ざ

い
ま
し
て
」
と
あ
わ
て
て
補
佐
人
の
方
を
振
り

向
き
、
耳
元
で
助
言
を
受
け
る
。

「罪
を
逃
れ
る
考
え
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
」
と
早
口
で
弁
明
す
る
の
が
や

っ
と
だ

っ
た
。

一
定
期
間
後
に
き
ち
ん
と
議
事

録
の
公
開
も
す
べ
き
」
と
指
摘
し

一
た
。
こ
れ
に
関
し
、
首
相
は

「会

議
録
を
当
然
作
成
し
て
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
間
が
た
て

ば
公
開
す
る
義
務
も
当
然
あ
る
。

透
明
性
、
公
平
性
に
関
係
す
る
」

と
言
明
。
そ
の
上
で

「（行
政
文
書

の
）管
理
の
充
実
の
た
め
に
法
制
度

の
在
り
方
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
富
田
議
員
は
、
防
衛
省
の
装
備
品
調
達
に
関
し
、

「代
理
店
を
介
し
た
取
引

は
疑
惑
を
招
き
や
す
い
の
で
、
製
造
元
で
あ
る
メ
ー
カ
ー
と
の
直
接
取
引
を
検
討
す
べ

き
」
と
提
案
、
石
破
大
臣
は
、

「そ
う
い
う
や
り
方
が
で
き
る
は
ず
。
政
務
官
を
長
と

す
る
チ
ー
ム
で
検
討
を
開
始
。
い
い
方
法
を
早
急
に
確
立
し
て
、
国
会
の
御
議
論
を
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
前
向
き
な
答
弁
。

１０
月

３‐
日
　
産
経
新
聞

Ｈ
月
７
日
　
朝
日
新
聞

Ｈ
月

１５
日
読
売
新
聞



担当の参議院予算委員会を含め、衆 ・参各委員会で65回 答弁に立つ

財
務
副
大
臣
の
活
動

2006口
9.27

5

2007日
8日29

19年度予算公明党重点要望を受け、

公明党の経済産業部会 (赤羽
一嘉部会長)は 財務省で尾身幸次

財務相、富田茂之財務副大臣に、経産関連予算の充実に関する

要望を行つた。赤羽氏らは、企業規模や地域で回復にバラツキ

があり、中小企業の業況は依然として非常に厳しい」と指摘。
これに対し、尾身財務相は、 「中小企業対策は大事であり、全

力で取り組む」と応じた。 (公明新聞)

公明党の環境部会 (江田康幸部会長)と 水処理対策推進フ
°
ロシ
｀
ェクトチーム(弘友

和夫座長)は 財務省に富田茂之副大臣を訪ね、来年度予算編成で合併処理浄

化槽の普及促進を求める要望書を手渡した。江日氏らは、全国で 900万 基

ある浄化槽の約 3分 の 2が 、し尿のみを処理する単独処理浄化槽であること

を指摘。 「下水道に劣らない汚水処理能力を持ち、建設費用も安い合併処理

浄化槽に切り替え、普及を進めていくことが重要だ」と強調し、単独処理浄

化槽の撤去助成の条件を 「使用開始後 10年 以内」から 「20年 以内」に緩

和することなどを訴えた。 (公明新聞)

浄化槽推進関係19年度予算総額は271億 900万 円

これまで使用開始能10年以内だつた助成対象の単独処理浄化槽は

中小企業関係予算のポイント
○ 地 域 ・中小企業の活性化

中小企業地域資源活用プログラム      101億 3000万 円

企業立地促進等を通じた地域産業活性化    44億 1000万 円

○ 再 チャレンジ支援

再チャレンジ支援窓口相談事業         8億 円

再挑戦支援のための融資 ・信用保証制度の創設  1億 9000万 円

○ ま ちづくりの推進と商店街の振興

戦略的中心市街地商業等活性化補助金     63億 円 (18年度 ・59億1000万円)

○ も のづくり中小企業の高度化支援

戦略的基盤技術高度化支援事業        93億 6000万 円 (18年度 ・64億円)



‐
就
任
の
抱
負
を
。

過
去
に
法
務
大
臣
政
務
官

や
法
務
副
大
臣
と
し
て
、
政

府
内
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
経
験
を
基
に
、
公
明

党
出
身
の
副
大
臣
ら
し
く
、

財
政
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

財
務
省
が
担
う
財
政
運
営

は
、
国
民
負
担
の
増
威
に
直

健全財政へ歳出削減を徹底

円
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国

内
総
生
産
）
の
１

・
５
倍
に
も
上
り

ま
す
。
こ
の
よ
う

な
先
進
国
で
最
も
厳
し
い
財

政
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

ま
ず
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
削

る
べ
き
部
分
は
大
規
に
削
っ

て
、
財
政
の
効
率
化

口
重
点

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

来

年
度
税
制
改
正
や

予
算
編
成
に
は
、
ど
う
対
応

し
ま
す
か
。

ど
ち
ら
も
本
格
的
な
議
論

は
年
末
に
か
け
て
行
わ
れ
ま

す
が
、税
制
改
正
に
つ
い
て
、

安
は
肖
三
首
相
が
３
日
の
衆

院
本
会
議
で
中
小
企
業
の
事

業
承
継
税
制
の
在
り
方
を
検

討
す
る
意
向
を
示
し
た
こ
と

は
回
期
的
な
こ
と
で
す
。
財

務
省
と
し
て
も
中
小
企
業
が

元
気
に
な
る
よ
う
な
税
制
改

正
を
め
ざ
し
ま
す
。

予
算
編
成
で
は
、
配
分
に

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
国

民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
内
容

に
し
て
い
く
決
意
で
す
。

圏
圏
ン
ン
ン

結
す
る
も
の
で
す
。
国
民
生

活
に
身
近
な
問
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
財
政
面
か
ら

の
説
明
蓑
任
を
果
た
せ
る
よ

う
尽
力
し
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
や
教

育
改
革
、
国
民
の
安
全

・
安

心
の
確
保
な
ど
に
対
す
る
公

明
党
の
政
策
を
実
現
す
る
た

め
、
財
務
副
大
臣
と
し
て
、

し
っ
か
リ
サ
ポ
ー
ト
（支
援
一

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
政
健
金
化
へ
の
取

り
組
み
が
急
初
で
す
が
．

今
年
度
末
で
阿
お
よ
び
地

方
が
抱
え
る
借
金

イ長
期
債

務
残
高
ン
は
、
約
７
７
５
兆

20061013 公 明新聞

相談中の白戸利行税四1上

(富田茂之税理士後援会 会長)

税理士加瀬昇一先生のサポー トで所得税
の電子申告を行 う。

「電
子
政
府
の
実
現
の
た
め
に
は
、

ま
ず
政
治
家
が
閉
よ
り
始
め
よ
！
」

税理士による確定申告無料相談会を訪れ、税理
士による熱心な相談指導の状況を視祭東京税関の年末特別警戒の

一環として、成田税関支署が管轄す
る成田空港の税関業務を視奈。
空港内で行われた出陣式に出席後、成田市三里塚の麻薬探知犬

訓練センターを訪れ、探知犬によるデモンス トレーションを見

学。



カ ン ホ

い

プ 7・ ラ オ ス
・

タ イ 出 引 罵 幸 属 樫 野
視察卿 断 げ れ 卿 韓 洵府 的 nta c摘 雛 く的

4月28日 (土)から、5月 5日 (土)まで、

中央銀行総朝等の要人との意見交換、

ルホリ
｀
ア・ラオス・タイにおしヽて、首相、冨」首相、財務大臣、

経済協力事業 ・主要港湾 ・税関の視察等を行つてきました。

4月29日 遺 跡保存修復事業視察

4り弓30日 チア・チャント ・カンホ
｀

シ
｀
ア国立銀行総裁と会談

4り弓30日 キアット ・チョン カンホ
や

シ
ヾ
ア経済財政大臣と会談

5月1日 へ
°
ン・シモン

ルホウ
｀
ア関税局長 と会談

5月1日 フ
・
ノンヘ
°
ン港視祭

5ブ司2日 チャンシー・ ラオス

財務大臣と面会

5り弓2日 ス)ホ
ヾ
ン・ ラオス

計画投資委員会委員長と会談

5月2日 フ
°―へ
°
ット・ラオス

中央銀行総裁 と面会

5月2ロ ワイシャツメーカーの

ラオ山喜視祭

ノック・アン・ルホ
｀
シ
｀
ア副首相 と会談

5月3日 ラオス国立大学施設

日本ラオス人材協カセンター視祭

日本に留学予定の学生達と

5月4日 ツンマイ・タイ

財務副大臣と面会

5月2日 ナム・ク
Sム
発電所視祭 5月3ロ ストロホ

｀
カメラのコイルを生産

している東京コイルを視祭

5月4日 レムチャハ
｀
ン!巻

税関視祭

ラオス首相と会談 ァ ジァの平和と安定で協力 2007.5。14
公明党の太田昭宏代表は14日、ラオスのプアツーン首相と都内で会議した。富回茂之
務副大臣が同席。

上、太回代表は 「ラオスは今、めざましく経済発展している」と指摘。富回議員は
月3日にラオスでプアッーン首相と面会した際に受けた、 (1)投資協定の締結 像)人
成の促進 (鋤観光振興の推進_の 要望を安倍首相に伝えたことに触れ、 「公明党とし
も支援していく」と述べた。
これに対しプアツーン首相は 「安信首相との会談で、投資協定の署名までいけるよ
う努力したい」と述べ、 「日本企業が一層進出しやすくなるよう、ラオスの投資
を整備していきたい」と意欲を示した。また太田代表がアジアの平和と安定に向け、
ラオスと歩調を合わせていきたいと述べたことに対して、プアッーン首相も同意し、日本が国際社会で、より活躍できる
う、 「日本の国連安全保障理事会の常任理事国入りを強く支持する」と表明した。 (公 明新聞)



77‖力開発銀行上海総会出張報告
5月 15日 (火)から17日 (本)まで、中国、上海で開催されたアフリカ開発銀行 (AfDB)年 次総会

に出席し、日本国を代表して総務演説を行つたほか、中国やアフリカ各国の要人と面会を行しヽまし

インドにおける税制コンフアレンス参加報告
7月 2日 (月)、3日 (火)に、インド・デリーにおしヽて、インド大蔵省 ・アジア開発銀行(ADB)、 経済協力開発機構

(OECD)が主催した税制コンフアレンスに出席してきました。

会議の目的は、主に、①インドにおける税制改革の進捗を概観し、今後の課題について議論する。②ADBが 実施

してしヽるインド税務当局への矢□的支援の成果の報告 ・紹介の2点でした。

開会式でのスピーチ、日本における税制改革の状況につしヽてのプレゼンテーションを担当するとともに、各国にお

ける税制改革の進捗状況を直接伺うことができ、また会場の参カロ者からの鋭しヽ質問になんとか答弁することができ、

大変学応ヽことの多かった会議でした。

5月15日 項 俊波    5月 16日 AfDB総 会開会式  総 務演説

人民銀行副行長と会談

7月2日 「インドにおける税制改革 ・

その成果と課題」開会式 ス ピ
ーチ

5月17日 ホ
°―ル・マーティン

カナダ前首相と会談

7月2日カマル・サート商工大臣

と面談

5月17日 カヘ
｀
ルた アフリカ

開発銀行総裁 と面会

7月3日チタ
ヾ
ン・ハ
｀
ラム

財務大臣と会談

（
７
れ
ネ
イ

）

（
ベ
ト
十
ム
）

8月21ロ ヤとヤ・エネルキ―ヾ

大臣兼投資庁長ギrと意見交換

8月20日 ホン・ホーチミン市

人民委員会副委員長と会談

8月21ロフ
ヾ
ルネイ大学 ・イスマイル

百J学長らと面談

覇 れ         '

8月21日 アリ財務高J大臣
フ
Sル
ネイ財務省幹部らと会談

8月24日 フック投資計画大F

との会談
8月24日 ニン財務大臣

との会談
8月24日 サ

｀
ウ国家銀行総裁

との会談

フ
°
レセ
ヾ
ンテーション

ベトナム・ブ)レネイ出張報告
8月 19日 (日)から、

の要人との意見交換、

財務副大臣として、

8月 25日 (土)までの間、ベトナム ・ブルネイにおしヽて、財務大臣 ・中央銀行総裁等

経済協力事業 。税関等の視察をしてきました。

最後の公務となりましたが大変有意義な視察でした。

8月22ロフ
ヾ
ルネイ油田地帯視祭



「羽
田
空
港
拡
張
工
事
に
関
す
る
要
望
に

つ
い
て
」

本
日
は
浦
安
住
宅
管
理
組
合
連
合
会
の
総
会
に
お
招
き
を
頂
き
大
変
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

す
。５
月
３‐
日
に
連
合
会
の
代
表
の
皆
様
と
共
に
、
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
入
れ
を
し

ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
経
過
等
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
年

１１
月
ょ
り
、
政
府
の
ア
ジ
ア

・
ゲ
ー
ト
ウ

エ
イ
戦
略
会
議
に
お
い
て
、
日
本
が
ア
↓

ア
と
世
界
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
新
た
な
成
長
戦
略
に
つ
な
が
る
施
策
に
つ
き
、

取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
羽
田
空
港
の
２４
時
間
利
用
に
よ
る
国
際

港
化
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
前
、
連
合
会
の
皆
様
と
共
闘
し
て
、
羽
田
空
港
Ｄ
滑
走
路
の
進
入
角
度
を
、
浦
安

空
の
騒
音
対
策
の
観
点
か
ら
海
側
に
９
．
５
度
移
動
さ
せ
ま
し
た
が
、

２４
時
間
利
用
の
国

空
港
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
新
た
な
騒
音
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
舘
連
合
会
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆
様
と
緊
密
に
連
携
を
取
り
、
連

会
と
し
て
冬
柴
大
臣

へ
申
し
入
れ
を
行
う
準
備
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
初
、

員
の
皆
様
が
検
討
さ
れ
た
要
望
書

（案
）
は
、
私
が
見
て
も
、
か
な
り
過
激
な
内
容
で
、
国

交
通
省
と
し
て
も
回
答
が
難
し
い
内
容
で
し
た
。　
一
計
を
案
じ
、
役
員
の
代
表
の
方
と
、
役

の
担
当
部
長

・
室
長

・
係
長
と
で
、
私
の
議
員
会
館
の
部
屋
で
話
し
合
い
を
し
て
も
ら
い
ま

た
。
役
所
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

・
戦
略
会
議
の
議
論

・
役
所
の
今
後
の
方
針
等
、
詳

く
説
明
し
て
頂
き
、
そ
の
上
で
、

方
で
要
望
書
案
文
の
つ
め
を
行
い
、
再
一
‐
■
　
．　
一

５
月
３‐
日
を
迎
え
ま
し
た
。
　
　
　

日

≡
　
　
　
≡

】知柴日３軸吸輸碕娘剃郭削路め勁開

望
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
■
■
■
■
爾
剛
鴎
軸
酬
田
翻
翻
一

訪
問
報
告
書
の
写
真
を
御
覧
頂
け

れ
ば

お
分

か
り

の
様

に
、
大

臣

ざ

つ
く
ば
ら
ん
に
要
望
を
受
け
て

さ
り
、
大
臣
か
ら
の
回
答
を
文
書

し
て
会
員
の
皆
様
に
配
布
す
る
こ

も
快
諾
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
の
新
滑
走
路
供
用

始
に
向
け
て
、
連
合
会

の
皆
様
の

動
は
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

今
後
も
、
快
適
な
住
環
境
の
確
保
の

為
、
皆
様
と
共
に
、
活
動
し
て
ま

い

る
決
意
で
す
。

浦安住宅管理組合連合会機会で御挨拶 2007.6.9

要望事項 と回答
①再拡張後に早朝深夜使の飛行ルートや便数を決定される場合には浦安
の住民に配慮した施策を真剣に検討され実行されることを要望。

回答 現 在、早朝深夜便の具体的な運航計画は決まつていません。決まつ
ていませんから撤回する飛行計画もないという事を御理角卒ください。再拡

‐

張後の早朝深夜便の飛行ルー トに関しては千葉県 ・浦安市を含めた25市mTIJ

村協議会を窓日として今後調整していきます。又環境影響評価書を多く
える便数などが飛ぶような施策が行われる場合は、その影響を見定め、
要な対応を致します。

②D滑 走路のオフセットILS進 人方式+2度 を将来+3度 に再変更し

騒音の低減を図る。

回答 安 全に考慮して2度 と決めており今すぐ3度 という選択肢は現在

択出来ない。しかし将来新しい航法が取られる時代になれば又変更する

能性もあるかも知れません。

③基準以上の騒音被告の発生した住戸に対しては、防音工事等の対策を

う。

回答 当 然基準以上の被害が出た場合は、法律に則り各住宅の防音工事等の対策を行う。
④説明会も含めて、情報の

^層の提供を行い住民の理解を得るようにする。

回答 情 報の公開は千葉県を窓日として知事と国土交通大臣との約束ですので公開いたします。現在も情報公開を行つておリオープン
にいたします。そこは今後も十分行って行きたいと思います。

⑤飛行経路が厳守されるよう管制官への指導を徹底して欲しい。

回答 今 後も管制官への指導は行う。しかし安全面などの事情により飛行コースをずれる場合もある事をご理解頂きたい。

2004年 羽田空港再拡張事業飛行ルート9.5度 変更に引き続き

圃奥道へ$イ ンタ中チェレンを
国交省内に冬柴鉄三国土交通相を訪れ、石井常雄 ・茂原市長、成明尚武長相町長
らと千葉県を通る首都田中央連絡自動車道 (日央道)開 設予定区問 (木更津ジャ
ンクションから東金インターチエンジまで)に おける追加インターチエンジの設

置に関する要請を行つた。

冬柴大巨からは、スマートインターチエンジの設置なら国土交通省としても十分

支援が可能との回答があつた。 (公明新聞)



ドクターヘヅ全国配備へ大きく前進
「現場主義」で行動する公明党 ・「空飛ぶ救急車」 (ドクターヘリ)を 視窯。

全国配備へ課題解る/札 幌市 2005.11.11

ると府をでス選にのめ療 と 後へ処無の任 り 保を道 と 調大

贅ゲ 身 啓警窮 泰 懇す
のは 途 踏用在 上 縮導
国国 を まの

｀
 が
L入

民の め え問国 る との
へ責 ぐ

｀
題と こ 強最

忍舜あ人をど諦技|ミ寮畢智望格へ星屯午墓毒密ヽ
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行 とに | 口`富
は意急を札ジ田
同見行訪幌ェ議

ラ褒習
司
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夕をる医にチ
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繁左肯

2007713 毎 日新聞
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千
葉
県
に
も
工
機
目
の
配
備
を
　
　
　
　
９

舛
添
厚
労
相
と
堂
本
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
，

臨
川
市
　
亀
田
総
合
病
院
を
視
窯

　

ｏｏ７

堂
本
知
事
は
、
舛
添
厚
労
相
に
対
し
、
県
南
部
地
域

２

へ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
を
要
語
。
舛
添
大
臣
は

「
ヘ
リ

を
導
入
し
た
ほ
う
が
最
終
的
に
医
療
費
を
抑
え
ら
れ
、
助
か

る
命
が
増
え
る
と
国
民
に
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
な

筆
勢
を
示
し
た
。

有 効 活 用 で き る体 勢 へ 千葉Jヒ総病院を視察 2007.7.24

富
田
議
員
は
、
大
田
昭
宏
代
表
ら
と
と
も

に
、
千
葉
県
印
棒
村
の
日
本
医
科
大
学
千

葉
北
総
病
院
を
訪
れ
、
同
病
院
に
常
駐
配

備
さ
れ
て
い
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
視
祭

し
、
病
院
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

太
田
代
表
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で

同
病
院
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
出
動
し
た
こ

と
に

つ
い
て
、
　
ズ
現
地
で
）ド
ク
タ
ー

ヘ

リ
の
取
り
組
み
を
目
の
当
た
り
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
」
と
述
べ
た
上
で
、
運
航
な

ど
に
関
す
る
課
題
な
ど
で
意
見
交
換
し

た
。同

病
院

の
益
子
邦
洋
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
長
ら
は
、
中
越
沖
地
震
で
の
救
援
活

動
を
説
明
し
、

「失
わ
れ
る
は
ず
の
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
報
告
。　
一
方
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
①
運
用
で
き
る
医

療
機
関
の
充
実
②
隣
県
と
の
配
置
に
関
す

る
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
挙
げ
、

「適
切
に
ド

ク
タ
ー

ヘ
リ
を
配
置
す
べ
き
」
と
強
調
し

た
。視

祭
を
終
え
た
大
田
代
表
は
、

「ド
ク

タ
ー

ヘ
リ
が
有
効
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
病

院
の
態
勢
を
し
つ
か
り
と
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
政
治
の
役
割
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
述
べ
た
。

（公
明
新
聞
）

ド

ク

タ

ー

ヘ
リ
は

コ
ス
ト

安

難
ゆ軽
筆韓姉難
邦理
姫離
諦っ葬
柵

審

使
っ
た
客

に
柴

豊

愚

霧

し
た
。
対
抑

本中中キ争中中沖申水「寺沖↓却力【中【却一車一ヤ

査（医中【一一貯「中姉帥わ〕知非中”『中ヰ”一一”ヶ

巾韓嘩棟様難報却時村数時棒印謀宇中いけ巾力申一難

の
削
減
分
は
ヘ
リ
の
運
航

急
草
が
利
用
さ
れ
て
い
】口
Ｈ

準郷莞性却りっい韓やい　時貯舶体申韓ネ〕薙輸一い叫

キ中中学ヰ知証い中晦　棟キ中中寺中寺中中中一̈“

苺唯帥お申布牽幸や帥　匁舜筆”却球い穀韓白草一”ネ！

か
ら
、
治
療
成
績
が
向
上
　
５
日
、
治
療
翼
約
２
４
５
　
”

万
円
に
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
　
を
櫛
助
し
、
ヘ
リ
を
導
入

・６
・
７
日
、
約
１
１
３
万

し
た
都
道
府
県
が
残
り
を

円
少
な
か
っ
た
。
ヘ
リ
の
　
負
担
す
る
制
度
が
始
ま
っ

搬
送
に
は
１
回
５。
万
円
程
　
た
。
国
は
５
年
間
で
３。
機

度
か
か
る
と
さ
れ
る
。
　
　
の
導
入
を
男
込
ん
だ
が
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
　
自
治
体
の
財
政
難
な
ど
で

て
は
０１
年
、
国
が
年
間
経
　
現
在
、
１０
道
県
１１
機
の
配

関

（１
機
当
た
り
約
１
億
　
備
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

７
０
０
０
万
円
）
の
半
額
　
　
　
　
　
【山
田
大
哺
】

車 両 術 案 事 故 を 想 定 し て 員 傷 者 の 搬 送 訓 練 を 行 う 千 葉 県 の

ドク タ ー ヘ リ =同 県 木 更 津 市 で 0 6年 1 1月


